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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 3 月 2 9 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 2 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 を 吸 収 す る た め の 光 吸 収 素 子 で あ っ て 、
金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 渦 巻 構 造 を 備 え 、
前 記 渦 巻 構 造 は 、 基 点 部 と 、 該 基 点 部 か ら 延 び て い る 線 状 部 と を 含 み 、
前 記 基 点 部 を 通 る 軸 を 基 準 軸 と し 、 該 基 準 軸 か ら 放 射 状 に 延 び る 方 向 を 径 方 向 と し て 、
前 記 線 状 部 は 、 前 記 基 準 軸 を 回 り な が ら 、 且 つ 、 前 記 基 点 部 か ら 前 記 径 方 向 の 外 側 へ 移 行  
し な が ら 、 前 記 基 点 部 か ら 渦 巻 き 状 に 延 び て い る 、 光 吸 収 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 準 軸 と 平 行 な 方 向 を 軸 方 向 と し て 、
前 記 線 状 部 は 、 前 記 基 準 軸 を 回 り な が ら 、 且 つ 、 前 記 基 点 部 か ら 前 記 径 方 向 の 外 側 お よ び  
前 記 軸 方 向 へ 移 行 し な が ら 、 前 記 基 点 部 か ら 渦 巻 き 状 に 延 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光  
吸 収 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 点 部 の 径 方 向 寸 法 は 、 前 記 線 状 部 の 前 記 径 方 向 の 太 さ よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 光 吸 収 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 光 吸 収 素 子 は 、 前 記 渦 巻 構 造 を 支 持 す る 支 持 体 を 備 え 、
該 支 持 体 は 、 前 記 線 状 部 か ら 前 記 軸 方 向 に 離 間 し て い る 表 面 と 、 該 表 面 か ら 突 出 し て 前 記  
基 点 部 に 結 合 し て い る 突 出 部 と を 有 す る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 光 吸 収 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 支 持 体 の 前 記 表 面 の 全 体 が 、 金 属 材 料 で 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 光 吸 収 素  
子 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 光 吸 収 素 子 は 、 ３ ８ ０ ｎ ｍ か ら １ ｍ ｍ ま で の 範 囲 の 全 部 も し く は 一 部 も し く は い く つ  
か の 部 分 を 含 む 波 長 域 の 光 を 吸 収 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 吸 収 素 子  
。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 光 吸 収 素 子 は 、 可 視 光 か ら 遠 赤 外 光 ま で の 範 囲 の 全 部 も し く は 一 部 も し く は い く つ か  
の 部 分 を 含 む 波 長 域 の 光 を 吸 収 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 吸 収 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 吸 収 素 子 と 、
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前 記 光 吸 収 素 子 を 支 持 す る 素 子 支 持 面 と 、 を 有 し 、
前 記 素 子 支 持 面 に は 、 多 数 の 前 記 光 吸 収 素 子 が 配 置 さ れ て い る 、 光 吸 収 体 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 光 吸 収 体 は 、 光 学 機 器 に お い て 光 の 反 射 ま た は 迷 光 を 抑 制 す る た め の 黒 色 面 を 形 成 し  
て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 光 吸 収 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
光 を 吸 収 す る た め の 光 吸 収 素 子 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 光 吸 収 素 子 は 、 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 渦 巻 構 造 を 備 え 、
前 記 渦 巻 構 造 は 、 基 点 部 と 、 該 基 点 部 か ら 延 び て い る 線 状 部 と を 含 み 、
前 記 基 点 部 を 通 る 軸 を 基 準 軸 と し 、 該 基 準 軸 か ら 放 射 状 に 延 び る 方 向 を 径 方 向 と し て 、
前 記 線 状 部 は 、 前 記 基 準 軸 を 回 り な が ら 、 且 つ 、 前 記 基 点 部 か ら 前 記 径 方 向 の 外 側 へ 移 行  
し な が ら 、 前 記 基 点 部 か ら 渦 巻 き 状 に 延 び て お り 、
（ Ａ ） 被 処 理 体 の 表 面 に 、 金 属 材 料 で 形 成 さ れ 渦 巻 き 状 の パ タ ー ン を 有 す る 渦 巻 き 金 属 層  
を 形 成 し 、 該 渦 巻 き 金 属 層 は 、 前 記 基 点 部 に 相 当 す る 基 点 層 部 と 、 前 記 線 状 部 に 相 当 す る  
線 状 層 部 を 含 む 、 光 吸 収 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
（ Ｂ ） 前 記 （ Ａ ） の 後 、 前 記 被 処 理 体 の 前 記 表 面 の う ち 露 出 面 を 等 方 的 に 除 去 し て い く エ  
ッ チ ン グ 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 被 処 理 体 に お い て 、 前 記 線 状 層 部 か ら 前 記 軸 方 向 に  
離 間 し て い る 新 た な 表 面 と 、 該 表 面 か ら 突 出 し て 前 記 基 点 層 部 に 結 合 さ れ た 突 出 部 を 形 成  
す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 光 吸 収 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 （ Ａ ） で は 、
（ Ａ １ ） 前 記 被 処 理 体 の 表 面 に 、 レ ジ ス ト 層 を 形 成 し 、
（ Ａ ２ ） 前 記 レ ジ ス ト 層 の 表 面 に 、 渦 巻 き パ タ ー ン で 電 子 ビ ー ム を 照 射 し 、
（ Ａ ３ ） 現 像 液 に よ り 、 レ ジ ス ト 層 に お い て 電 子 ビ ー ム が 当 て ら れ た 渦 巻 き パ タ ー ン の 部  
分 を 溶 解 さ せ 、 こ れ に よ り 、 前 記 渦 巻 き パ タ ー ン の 溝 を 形 成 し 、
（ Ａ ４ ） 前 記 溝 の 底 面 と 残 存 す る 前 記 レ ジ ス ト 層 の 表 面 に 、 金 属 層 を 形 成 し 、
（ Ａ ５ ） 残 っ て い る 前 記 レ ジ ス ト 層 を 溶 か す こ と に よ り 、 前 記 渦 巻 き パ タ ー ン の 前 記 金 属  
層 を 前 記 渦 巻 き 金 属 層 と し て 形 成 す る 、 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 光 吸 収 素 子 の 製 造 方  
法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 被 処 理 体 は 、 第 １ の 金 属 層 と 該 金 属 層 上 に 形 成 さ れ た 犠 牲 槽 を 有 し 、
前 記 （ Ａ ） で は 、
（ ａ １ ） 前 記 犠 牲 槽 の 表 面 に 、 レ ジ ス ト 層 を 形 成 し 、
（ ａ ２ ） 前 記 レ ジ ス ト 層 の 表 面 に 、 渦 巻 き パ タ ー ン で 電 子 ビ ー ム を 照 射 し 、
（ ａ ３ ） 現 像 液 に よ り 、 レ ジ ス ト 層 に お い て 電 子 ビ ー ム が 当 て ら れ た 渦 巻 き パ タ ー ン の 部  
分 を 溶 解 さ せ 、 こ れ に よ り 、 前 記 渦 巻 き パ タ ー ン の 溝 を 形 成 し 、
（ ａ ４ ） 前 記 溝 の 底 面 と 残 存 す る 前 記 レ ジ ス ト 層 の 表 面 に 、 第 ２ の 金 属 層 を 形 成 し 、
（ ａ ５ ） 残 っ て い る 前 記 レ ジ ス ト 層 を 溶 か す こ と に よ り 、 前 記 渦 巻 き パ タ ー ン の 前 記 第 ２  
の 金 属 層 を 前 記 渦 巻 き 金 属 層 と し て 形 成 し 、
前 記 （ Ｂ ） に お け る 前 記 新 た な 表 面 は 、 前 記 第 １ の 金 属 層 の 表 面 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記  
載 の 光 吸 収 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 被 処 理 体 は 、 非 金 属 材 料 で 形 成 さ れ た 基 板 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 吸 収 素 子 の  
製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 光 吸 収 素 子 は 、 ３ ８ ０ ｎ ｍ か ら １ ｍ ｍ ま で の 範 囲 の 全 部 も し く は 一 部 も し く は い く つ  
か の 部 分 を 含 む 波 長 域 の 光 を 吸 収 す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 吸 収  
素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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前 記 光 吸 収 素 子 は 、 可 視 光 か ら 遠 赤 外 光 ま で の 範 囲 の 全 部 も し く は 一 部 も し く は い く つ か  
の 部 分 を 含 む 波 長 域 の 光 を 吸 収 す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 光 吸 収 素  
子 の 製 造 方 法 。
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